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生
涯
学
習
社
会
の
定
着
と
と
も
に 、

「
学
社
融
合」

施
策
の
形
で
学
校
教
育
の
現

場
に 、

こ
れ
ま
で
公
民
館
の
育
て
て
き
た
地
域
の
教
育
力
(
サ
ー

ク
ル
や
指
導
者 、

地
域
情
報
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ)

が
活
か
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た

。

同
時
に
公
民
館
は 、

学
校
と
い
う
児
童
・

生
徒
を
抱
え
る
組
織
と

か
か
わ
る
こ
と

で 、

あ
ら
た

な
可
能
性
を
拓
く
機
会
を
得
た
と
も
い
え
ま
す 。

本
年
度
は 、

地
域
で
す
す
む 、

公
民
館
と
学
校
の
連
携
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す 。

公民館かながわ

~公民館職員の役割~

「学校と公民館j

「公民館と学校のかかわり」

ー�

こ
の
テ
l

マ
は、
私
が
公
民
館・
社

会
教
育
に
係
わ
っ
て
か
ら
折
に
触
れ
て

社
会
教
育
の

分
野
で
謀
題
と
さ
れ
る
古

く
て
新
し
い
テ
l

マ
だ
と
思
い
ま
す。

藤
沢
市
で
は
平
成
十
一

年
度
の
二
中

学
校
区
の
試
行
を
経
て、
現
在
市
内
十

九
校
区
で
「
学
校
・
家
庭
・
地
域」
連

携
推
進
事
業
(
別
名
三
者
連
携
事
業)

を
実
施
し
て
お
り

ま
す。

こ
の
事
業
の
目
的
は
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め 、
学

校
に
依
存
し
が
ち

で
あ
っ
た
教
育
を
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
新
た

に
連
携
を
組

み 、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と

に
よ
り 、
変
化
す
る
社
会

に
対

応
で
き

る
青
少

年
の
健

全
育
成
の
た
め

の
環
境
づ
く
り
と
地
域
組
織
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
化
を
推
進
す
る。
そ
の
た
め

に

十
九
中
学
校
区
ご
と

に
地
域
協

力
者
会

議
を
組
織
し、
地
域
の
課
題
は
何
か、

そ
の
解
決
に
地
域
は
ど
う
対
応
し、
子

ど
も
た
ち
の
自
己
実
現
に
向
け
た
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す。

地
域
支
援
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー

構
成

は
学
校
の
代
表 、
家
庭
(
P
T
A
の
代

表) 、
地
域
(
地
域
団
体
の
代
表
等)
か

ら
概
ね
十
五
か
ら
二
十
人
程
度
の
人
員

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す。

事
業
と
し
て
は
地
域
協

力
者
会
議
を

開
催
し、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
等

の
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い、
子
ど
も
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い
ち
の
みや
悼ち
まん
おお
かみ
や
たい
しん
こう

一

之

宮

八

幡

大

神

屋

台

神

賑
l

一
之
宮
の
八
幡
大
神
の
祭
礼
に
行
わ

れ
る
行
事
で 、
明
治
の
初
期
の
頃
に
始

め
ら

れ
た 。
祭
礼
は
八
月
一
日
で 、
そ

の
前
日
の
官
宮
に
西
町・
宿
東
町・
北

町
か
ら
一
台
ず
つ
出
さ

れ、
屋
台
が 、

太
鼓
や
鉦
の
音
に
乗
っ
て
引
き
回
し
が

行
わ
れ
る。

か
つ
て
は
若
い
衆
が
木
遣
り
唄
を
歌

い
な
が
ら
屋
台
を
引
き
回
し 、
と
き
に

は
屋
台
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
喧
嘩

に
な
る
ほ
ど
賑
や
か
で
勇
壮
で
あ
り 、

近
郷
に
は
見
ら

れ
な
い
祭
り
で
あ
る 。

現
在
は
八
月
の
第
一
土・
日
曜
日
に

行
わ
れ
て
お
り 、
昭
和
五
十
一

年
に
は

町
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た 。

動
力
は
人
力
で 、
沿
道
に
集
ま
っ
た

老
若
男
女
が
太
鼓
や
鉦
の
音
に
合
わ
せ

て
綱
を
引
い
て
い
る 。

ま
た 、
屋
台
の
方
向
を
変
え
る
に
は

「
ち
ゃ
ん
ぎ
り」
と
呼
ば
れ
る
挺
子
棒

を
用
い
て
屋
台
を
持
ち
上
げ 、
回
転
さ

せ
な
が
ら
巡
行
し
て
い
る 。

寒
川
町



公民館かながわ

の
地
域
活
動
へ
の
参
画
の
支
援 、
学
校

教
育
(
業
務)
の
検
討
な
ど
を
協
議
し

ま
す。ま

た 、
地
域
事
業
と
し
て

O
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
学
習
会、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
実
施

O
子
ど
も
た
ち
と
親 、
地
域
の
人
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
な
ど
を
開
催
し
ま

す。予
算
に
つ
い
て
は、
今

年
度
は
各
校

区 、
二
十
七
万
円
の
委
託
金

で
実
施
し

て
い
ま
す。

。
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

藤
沢
公
民
館
で
は
二
校
区
の
事
務
局

を
担
当
し
て
い
ま
す
が、
そ
の
う
ち
の

一
校
区
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す。

こ
の
校
区
の
地
域
協

力
者
会
議
の
名

称
は
「
た
ま
じ
や

り
応
援
団
会
議」 、
名

前
の
由
来
は
中
学
校
の

応
援
歌
「
砂
利

は
砂
利
で
も
磨
け
ば
玉
に
な
る」
か
ら

子
ど
も
を
じ
や

り
に
見
立
て、
そ
の
子

ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
会
議
と
い
う
意

味
で
す。

こ
の
校
区
の
学
校
は
中
学
校
一
校、

小
学
校
二
校、
委
員
は
学
校
長 、
P
T

A
代
表 、
民
生
委
員
代
表 、
公
民
館
運

営
委
員、
青
少
協
代
表 、
社
体
協
代
表

な
ど
十
五
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す。

「
た
ま
じ
や

り
応
援
団
会
議」

で
は

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
子
ど
も
た
ち
の

関
心
を
集
め
る
こ
と
よ
り、
例
え
ば
登
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校
時
の
挨
拶
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
と
顔
見
知
り
に
な
り

日
常
の
生
活
の

中
で
子
ど
も
た
ち
を
さ
り
げ
な
く

見
守

っ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
の
が、
委
員

の
中
で
の
共
通
認
識
で
す。

し
か
し
な
が

ら、
時
に
応
じ
て
イ
ベ

ン
ト

事
業
も
必
要
で
あ
り、
い
く
つ
か

の
事
業
も
開
催
し
て
い
ま
す。

そ
の
一
つ
に
「
公
民
館
ま
つ
り」
で

の
中
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
あ
り
ま
す。
こ

れ
は
「
公
民
館
ま
つ

り」
に
お
け
る
様
々
な
事

に
協

力
し
て

も
ら
う
わ
け
で
す
が、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
す
る
の
は
中
学
生
本
人
の

意
思
で
決
め
て
も

ら
い
ま
す。
そ
の
た

め
中
学
校
に
お
願
い
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
の
周
知
を
し
て
い
た
だ
き 、
毎

年
三
十
人
程
度
の
中
学
生
に
協

力
し
て

い
た 、
だ
い
て
い
ま
す。

や
っ
て
い
た
だ
く
内
容
は
来
館
者
の

自
転
車
の
整
理、
館
内
の
清
掃 、
模
擬

店
の
手
伝
い
な
ど

で
す
が、
公
民
館
と

し
て
は、
人
手
不
足
の
補
完
と
し
て
手

伝
っ
て
も

ら
う
の

で
な
く 、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち
と

接
し
た
り、
仕
事
の
手
順
を
教
え
て
も

ら
い、
学
校
生
活
と
は
違
っ
た

日
常
生

活
の
知
恵
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と

に
主

眼
を
置
い
て
い
ま
す。
参
加
し
た
中
学

生
は
両
親
か
ら
仕
事
の
手
順
等
を
教
え

て
も

ら
う
よ
り、
他
の
大
人
か
ら
教
え

て
も

ら
う
こ
と

に
新
鮮
さ
を
感
じ
た
り、

、J

[
学
校
ま
る
ご
と
楽
し
む
会]

の
活
動

イ
ア
を
地
域
の
方
か
ら
募
り
約
三
十

名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す。
こ

川
の
方
々
は
校
区
内
の
学
校
の
花
壇
の

J
整
備
な
ど
の
折 、
中
学
生
を
指
導
し

蜘

な
が

ら
共
同
作
業
を
通
し
て
世
代
交

欄

流
を
図
っ
て
お
り
ま
す。

画

。
そ
の
他
の
連
携
事
業

劇

学
校
と
公
民
館
と
の
連
携
で
は、

圃

「
公
民
館
出
前
講
座」
が
あ
り
ま
す。

圃
こ
の
事
業
は
学
校
側
か
ら
の
依
頼
で

闇

実
現
し
た
も
の

で、
公
民
館
の
グ
ル

珊

l
プ
・

サ
ー

ク
ル
の
協

力
を
得
て、

脳

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ク
ル
が
持
っ
て
い

翻

る
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
て
中

園

学
生
に
生
活
技
術
や
国
際
交
流 、
武

園

道
な
ど
を
教
え
る
も
の

で、
会
場
は

圃

学
校
の
施
設
や
公
民
館
の
施
設
を
使

闘
っ
て
毎

年
行
っ
て
お
り
ま
す。

聞

O
今
後
の
方
向

醐

今
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
事
業
は

醐

学
校
の
生
徒
が
参
加
を

す
る
形
で
行

っ
て
お
り
ま
す
が、
こ

れ
か
ら
は
中

学
生
や
小
学
生
が
地
域
の
人
や
サ
ー

ク

ル
の
人
と
事
業
の
企
画
段
階
か
ら
共
同

作
業
を

行
う
「
参
画」
の
段
階
に
進
め

た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す。

藤
沢
市
立
公
民
館
西

山

自
分
の
し
た
こ
と
が
役
立
つ
こ
と

に
充

足
感
を
得
た
よ
う

で
す。

ま
た 、
中
学
生
と一
緒
に
仕
事
を
し

た
大
人
は、
世
代
の
異
な
る
若
い
人
と

の
共
同
作
業
を
楽
し
ん
で
く

れ
た
よ
う

で
す。
来
館
の
方
も
公
民
館
で
中
学
生

が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
こ
と

に

好
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た 。

こ
の
三
者
連
携
事
業
で
は
「
学
校
ま

る
ご
と
楽
し
む
会」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ

紀

明
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平

成

十
六

年

度

総

会

を

終

え

て

公民館かながわ

平
成
十
六

年
度
の
神
奈
川
県
公
民
館
連

絡
協
議
会
総
会
が、
五
月
十
九

日、
出
席

六
十
二
名
(
委
任
状
十
九
名
を
含
む)
の

も
と 、
横
須
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た 。

総
会
に
は 、
来
賓
と
し
て
県
教
委
か
ら

金
子
皐
一
生
涯
学
習
文
化
財
課
長
の
出
席

を
い
た
だ
き 、
「
県
で
は
平
成
十
六

年
一

月
に
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定

し 、
『
神
奈
川
子
ど
も
読
書
二
O
O
選」

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム』

な
ど

に
取
組
ん
で
い
る 。」
と
の、
挨
拶

が
あ
り 、
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
に
向
け

て
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た 。

ま
た 、
総
会
の
会
場
市
と
な
り
ま
し
た

横
須
賀
市
教
委
の
根
市
和
夫
生
涯
学
習
部

長
か
ら
は 、
「
公
民
館
活
動
は
地
域
住
民

の
学
習
支
援
や
地
域
づ
く
り 、
更
に
は
子

ど
も
の
体
験
活
動
な
ど 、
時
代
の
要
請
に

応
じ
た
事
業
を
展
開
し
て
き
た 。」
な
ど 、

公
民
館
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た 。
ま
た 、
「
横
須
賀
市
は
平
成

十
九

年
に
市
政一
O
O
周

年
を
迎
え 、
国

際
海
の
手
文
化
都
市
を
標
梼
し 、
『
行
っ

て
み
た
い 、
住
ん
で
み
た
い 、
潤
い
と
生

き
が
い
の
あ
る
都
市』
を
目
指
し
て
い

る 。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た 。

神
崎
節
生
会
長
か
ら
は 、
「
平
成
十
七

年
八
月
に、
第
四
十
六
回
関
東
甲
信
越
静

横
須
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

公
民
館
研
究
大
会
を
横
須
賀
市
で
開
催
す

る
に
あ
た
り 、
多
く
の
方
々
が
参
加
で
き

る
よ
う

に
市
町
村
に
お
い
て
旅
費
等
の
予

算
化
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い 。
ま
た 、

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の

管
理
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入

さ
れ、
公
民
館
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
て

き
て
い
る 。
公
民
館
は
教
育
機
関
で
あ
り

該
当
外
と
思
わ
れ
る
が、
予
断
を
許
さ
な

い 。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
も
そ
の
点
を

ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い 。」
と
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た 。

議
事
審
議
に
つ
い
て
は 、
評
議
員
・
理

事
の
熱
心
な
討
議
が
繰
り

広
げ
ら

れ
平
成

十
五

年
度
事
業
報
告・
収
支
決
算
報
告 、

十
六

年
度
事
業
計
画
案・
予
算
案
な
ど
が

全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た 。

今
年
度
の
県
公
連
の
テ
l

マ
は 、
「
地

域
社
会
の
創
造
・
再
生
を
め
ざ
す
公
民
館

1
育
て
・
結
び
・
広
げ
る
機
能
の
発
揮

1」
の
も
と

に、
総
務
部
会 、
広
報
部
会 、

館
長
部
会 、
主
事
部
会 、
大
会
部
会
の
五

部
会
を
中
心
に
様
々
な
事
業
が
展
開
さ

れ

て
い
き
ま
す 。

な
お 、
今

年
度
は
役
員
の
改
選
期
で
は

な
い
が、
一
部
役
員
の
退
職
等
に
よ
り
変

更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
改
め
て
紹
介
い
た

し
ま
す 。

「

月

刊

公

民

館
」

の

購

読
を
1

社
団
法
人
公
民
館
連
合
会
は 、
「
月
刊
公
民
館」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す 。

昭
和
三
十
三

年
七
月
創
刊 、
四
十
六

年
の
歴
史
を
持
ち 、
毎
号
タ
イ
ム
リ
ー

な
特
集

を
組
ん
で
い
ま
す 。
ま
た 、
各
地
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す 。
八
月
号
で
は 、

「
指
定
管
理
者
制
度」
九
月
号
で
は
「
公
民
館
の
評
価」
が
特
集
と
し
て
組
ま

れ
て
い

ま
す 。ま

た 、
「
読
者
の
広
場」「
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
l
n

公
民
館」「
行
政
だ
よ
り」

「
全
公
連
ニ
ュ
ー

ス」
な
ど
も
掲
載
さ

れ
て
お
り 、

公
民
館
活
動
を
進
め
る
上
で
多
く

の
示
唆
を

与
え
て
く

れ
る
内
容

と
な
っ
て

い
ま
す 。

す
で
に

購
読
さ

れ

て
い
る
公

民
館
も
多

い
と
思
い

ま
す
が、

大
勢
の
公

民
館
関
係

者
に
購
読

を
お
す
す

め
し
ま
す 。

特

集
公
爵
鰻
か
か
わ
る

子
ど
も.
か
か
わ
る

実
総
事
例
1
1
/
子
ど
も
が
い
て
こ
そ「

遣
の

ハ会
館」

子
ど
も
の
眠
胃
で
公
民
盟
百
円る
く
詰

建
総
務
俊
一E
/
「
簡
を
聾
レ
く
し
陣」
砧
成i
芋と
もに

容a

z
b
土
地口
障

?と
b

蔵様

問問の人材事官
公同
時活動や学
担行事早どに活用

総
努
/
子
ど
も
と
学
校
と
地
減
を
結
ぶ
公
民
館
の
役
割
1
曹
関
町
を
見
て感
じ
尋亀井

ム
冨
品ロ

之

連

L

e届

f

eE

 

U

民

?

に

を

公

く
か

め

館

園

隠
す

宮
た

民事

』忽

'

ま
主
す

公
明

4a

誌
い
同
昨日
出

る
咽

お
て
人パ
苦
れ
出
み
人

一

き

r
引
す
ら
者
組

法

友
生

げ
を
問
え
醐
り

週

日
で
寸
性
老
応
胃
取

u
u

E
ズ

ガ
能
源
こ
敏
の

在

山
イ

認
可
醐
刃
雄
館

\リノ

官事
件J

Uの
朝

一
柑
民
T
ωv

-

の

り日
も
の
こ
総
公
/川
、

制
的一
櫛目
立一問
問一

(

員公民館輔写7
申
し
込
み
先

定
価
五
百
六
十
円 。

〒
一
O
五
1

0
0
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一

東
京
都
港
区
虎
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門
一
l

十
七
|

一

森
ピ
ル
内

社
団
法
人

全
国
公
民
館
連
合
会

電

話
O
三

三
五
O一
ele--

九
六
六
六

F
A
X
O
三
|

三
五
O一
|

三
四
八
一
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くその1>

公民館かながわ

〈サークル紹介〉
中里西ステップ友の会 二宮生涯学習センター

私
た
ち
「
中
里
西

ス
テ
ッ
プ
友
の
会」
は

十
年
前
に
全
然
ダ
ン
ス

が
で
き
な
い
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
始
め
た
も
の

で
す
が、
始
め
て
か
ら

の一
年
間
は
何
を
習
っ

て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
ず 、
と
く

に
男

性
は
覚
え
る
こ
と
が
多

く
て、
い
つ
に
な
っ
た

ら
踊
れ
る
よ
う

に
な
る

の
か
不
安
で
し
た 。

し
か
し
矢
内
先
生
の
励

ま
し
と、
お
だ
て
に
乗
っ

て、
一
生
懸
命
に
練
習
を

し
た
お
か
げ
で、
い
つ
し

か
ワ
ル
ツ 、
タ
ン
ゴ
は
も

ち
ろ
ん 、
ル
ン
バ 、
チ
ヤ

チ
ャ
チ
ャ
ま
で
踊
れ
る
よ

う
に
な
り 、
パ
ー

テ
ィ
ー

に
行
っ
て
も

全
然
困
ら
な

く
な
り

ま
し
た 。

ま
た 、
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ

ン
ス
競
技
会
に
も
興
味
を

持
ち 、
競
技
会
に
参
加
し

て
活
躍
し
て
い
る
方
も
い

ま
す。神

奈
川
県
で
ダ
ン
ス
を

や
ら
れ
て
い
る
方
の
平
均

年
齢
は
六
十
歳
を
超
え
て

い
ま
す。
ダ
ン
ス
を
や
ら

れ
る
方
は
姿
勢
が

す
っ
き
り

し
て
い
て

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く 、

本
当
に
健
康

に
良
い
も
の
だ
と、
つ
く
づ
く
思
い
ま

す。
猫
背
だ
っ
た
の
が
姿
勢
が
良
く
な

り 、
背
丈
も
六
十
歳
を
過 、
ぎ
て
か
ら
三

セ
ン
チ
も
伸
び
た
方
が
い
ま
す。

定
年

を
過
ぎ

ら
れ
て
特
別
の
運
動
を

な
さ
っ
て
い
な
い
方
は、
是
非
ダ
ン
ス

を
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す。
神
奈
川
県
の
ほ
と
ん
ど
の
公
民
館

に
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
は
あ
り 、
ど
な
た

で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
ま
す。

中
里
西
ス
テ
ッ
プ
友
の
会

中
塚
厚
生

くその2>〈サークル紹介〉
「ラベンダー・ガーデン」 南足柄市福沢公民館

私
た
ち
「
ラ
ベ
ン
ダ

ー
・

ガ
ー

デ
ン」
は、

今
年
四
月
に
結
成
し
た

ば
か
り

で、
月
に一
回 、

福
沢
公
民
館
で
活
動
し

て
い
ま
す。

構
成
メ
ン
バ
ー

は
三

十
代
か
ら
六
十
代
と
幅

広
く 、
職
業
も
専
業
主

婦
か
ら
各
種
専
門

分
野

で
活
躍
し
て
い
る
者
な

ど
多
彩
で
す
が、
「
ハ

ー
ブ
と
関
わ
る
こ
と
が

好
き」
と
い
う
こ
と

で、

一
致
団
結
し
て
い
ま
す。

講
師
は、
ハ
ー

ブ
上

級
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

で
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
大
活
躍
さ
れ
て

い
る
尾
崎
由
紀
子
先
生

で、
素
敵
で
内
容
の
濃

い
講
座
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す。
先
生
所

有
の
ハ
l

ブ
ガ
ー

デ
ン

に
行
き 、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

を
摘
ん
だ
り
も
し
ま
す。

美
味
し
い
ハ
l

ブ
テ

ィ
ー

を
飲
み
な
が

ら、

様
々
な
ハ
l
プ
の
特
性

や
背
景
等
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
り 、
ハ
ー

プ

を
使
っ

て
ポ
プ
リ 、
リ

、J

ー
ス、
押
し
花
な
ど
を
作
っ
た
り 、
ハ

ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
た
り
と

色
々
な
ハ
l

プ
の
楽
し
み
方
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す。

「
ハ
l

ブ
は
た
だ
香
り
の

す
る
葉
っ

ぱ」
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が、
古
代
か

ら
莫
大
な
ト
ラ
イ
&
エ
ラ
ー

を
経
て
選

ば
れ
た
薬
効
の
高
い
植
物
で
す。
ハ
ー

ブ
と
い
う
自
然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け 、

食
物
と
し
て
医
薬
品
と
し
て
更
に
心
を

癒
す
手
段
と
し
て
見
直
す
き
っ
か
け
と

な
る
サ
ー

ク
ル
活
動
に
し
て
い
き
た
い

で
す。サ

ー
ク
ル
活
動
を
行
う
毎
に、
メ
ン
バ

ー
が
健
康
に
美
容
に
情
緒
的
に
満
た
さ

れ
る
笑
い
の
絶
え
な
い 、
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
・

ガ
ー

デ
ン

古
屋
清
美
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〈わが館の自慢事業〉

「小中高生のフリーマーケット」

茅ヶ崎市立小和田公民館
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物
の
豊
か
な
時
代
に
生
ま

れ
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
物
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い 、
ま
た 、
物
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
い
う
環

境
問
題
な
ど
も
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

考
え
か
ら
開
催
し
た
の
が、
「
小
中
高

生
の
フ
リ
l

マ
ー

ケッ
ト」

で
す 。
平

成
六

年
に
始
め
た
こ
の
事
業
も
今

年
で

十一
回
目 。

お
店
の
準
備
か
ら
後
片
付

け
ま

で
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
が
行
い
ま

す 。
物
の
売
り
買
い
が
目
的
で
な
く 、

人
と
の
出
会
い
や
か
か
わ
り
を
体
験
し

て
人
間
関
係
を
楽
し
く

作
り
出
せ
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す 。

昨
年
九
月
に

行
っ
た
フ
リ
l

マ
ー

ケ

ッ
ト
に
は、
二
十
四
組
・
四
十
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た 。

た
だ 、
参
加
者
は

全
員
小
学
生。
中
学

生
は
興
味
が
無
い
の
か
な
あ
?

朝
九
時 、
開
店
の
準
備
で
す 。
店
舗

面
積
は
各一
平
方
メ
ー
ト
ル 。
敷
物
に

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ 、
文

房
具 、
本、
衣
類 、
手
作
り
品
な
ど
多

種
多
様
な
物
が
並
べ
ら
れ、
お
店
の
看

板
も
わ
か
り
や
す
く 、

値
段
の
つ
け
か

た
に
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
素
敵
な
二

十
四
の
お
店
が
並
び
ま
し
た 。
見
て
い

る
だ
け
で
も
楽
し
い
光
景
で
す 。

九
時
三
十
分、
「
元
気
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う」
と
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
て
販
売

開
始
で
す 。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ」「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す」
と
い
う
元
気

な
声
が
飛
び
交
い 、
二
百
人
を
超
え

る

お
客
さ
ん
で
会
場
は
熱
気
に

包
ま

れ
ま
し
た 。
残
暑
の
中 、

子
ど
も
た
ち
は
帽
子
を
か
ぶ

っ
て
い
る
か、
水

分
を
取
り

す
ぎ
て
い
な
い
か
な
ど
注
意

し
な
が

ら
見
回
り
ま
し
た
が、

み
ん
な
元
気
に
交
流
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う

で
し
た 。
十

一
時
三
十
分
の
閉
店
近
く
に

な
る
と、
子
ど
も
た
ち
は
箱

に
品
物
を
入
れ
て
他
の
お
店

の
お
友
達
に
売
り
に

行
っ
た

り 、
品
物
を
交
換
し
た
り 、

値
引
き
交
渉
を
し
た
り 、

お
ま
け
を
付

け
た
り:・ 。
そ
ん
な
精
一
杯
頑
張
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
と、
今

年
も
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
嬉
し
さ
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
し
た 。
閉
店
後
に

行
っ

た
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケー
ト

で
は、
本

日
の
売
り
上
げ
は
五
百
五
円
か
ら
四
千

百
二
十
円
ま

で
と
様
々
で、
そ
の
使
い

道
に
つ
い
て
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

貯
金
と
の
こ
と。
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
や 、
人
と
の
交
流 、
売
る
こ
と
の
大

変
さ、
自

分
で
も
や
れ
ば
で
き

る
と
い

う
自
信
な
ど
が
う
か
が
え
た
反
面 、
引

っ
込
み
思
案
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
大

変
な
経
験
だ
っ
た
よ
う

で
す 。

ま
た 、
少
し
離
れ
た
所
か
ら
心
配
げ

に
子
ど
も
の
様
子
を
見
て
い
た
お
母
さ

ん
に
と
っ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

よ
う

で
す 。
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『
公
民
館
職
員
と
し
て』

公民館かながわ

平
成
十
五

年
度
に
障
害
福
祉
担
当
か

ら
公
民
館
担
当
に
配
属
さ
れ
て
か
ら、

早
く
も一

年
数
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た 。

市
職
員
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の

人
事
異
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り、
公
民

館
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
く

の
か
と
い
う
期
待
や
不
安
を
抱
き
な
が

ら
日

々
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た 。

私
が
勤
務
し
て
い
る
中
央
公
民
館
で

は、
中
央
公
民
館
を
含
め
市
内
地
区
セ

ン
タ
ー(

五
館)
・
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー(

二
館)
を
管
理
し
て
い
ま
す。

各
館
に
は、
職
員
ま
た
は
非
常
勤
職

員
を
管
理
人
と
し
て
二
名 、
社
会
教
育

指
導
員
も
二
名
配
置
し、
主
に
管
理
人

は
貸
館
業
務、
施
設
保
守
業
務
を

行
い、

学
級
・
講
座
等
の
企
画 、
運
営
業
務
を

社
会
教
育
指
導
員
が
担
当
職
員
と
調
整

を
図
り
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す。
ま
た 、

講
座
に
よ
っ
て
は、
市
民
企
画
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し、
社
会
教
育
指
導
員

と
と
も

に
立
案
を
し
て
い
ま
す。

今
年

の
六
月
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
県

教
育
委
員
会
と
神
奈
川
県
公
民
館
連
絡

協
議
会
共
催
の
生
涯
学
習
支
援
者
研
修

「
公
民
館
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー」

に
参
加

し
た
際
に
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た 。

①
生
涯
学
習
は
「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で

も
・
だ
れ
で
も」

で
き

る
と
い
う
こ
と。

②
公
民
館
職
員
は、
専
門
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

と
い、
つ
こ
と。

③
講
座
等
を
企
画
す
る
に
あ
た
り、
地

域
住
民
が
何
を
学
び
た
い
の
か
を
常

に

念
頭
に
お
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
い、
つ
こ
と。
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ

ー
と
は
違
っ
た
公
民
館
で
な
け
れ
ば
学

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
や
地
域
で
の

現
代
的
課
題
を
見
つ
け
出
し、
参
加
者

が
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
の

で
き

る

講
座
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と。
講
師
選
定
で
は、
地
域

の
人
材
を
十
分
に
活
用
し、
ま
た
人
材

の
育
成
に
努
め
る
と
い
う
こ
と。
講
座

を
開
催
す
る
時
間
帯
を
昼
間
か
ら
夜
間

へ 、
平

日
か
ら
土

日
祝

日
に
と

日
程
を

見
直
し
て
み
る
と
い
う
こ
と。
参
加
者

の
費
用
は、
受
益
者
負
担
で
も
学
び
た

け
れ
ば
受
講
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

しι 。④
学
習
の
成
果
を
地
域
・
社
会

に
生
か

し
て
い
く
と
い
う
こ
と。

⑤
公
民
館
利
用
者
や
地
域
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
人
間
関
係
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と。

二
年

目
に
こ
の
よ
う
な
研
修
に
参
加

で
き
た
こ
と
は
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た 。
そ
し
て、
今
回
学
習
し
た
こ
と
を

念
頭
に
置
き
な
が

ら、
今
後
の
仕
事

に

活
用
し
て
い
き 、
公
民
館
職
員
と
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す。

編

集

�a 

後

編
集
会
議
を
大
和
市
の
中
学
校
で
行

い、
学
校
の
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た 。

多
く
の
自
治
体
で
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド 、

余
裕
教
室
を
生
涯
学
習
活
動
に

提
供
す
る
学
校
開
放
が
進
ん
で
い
る。

「関東甲信越静公民館

研究大会」準備日程!

今年の東京大会が終わると、 いよ
いよ本県が会場県となります。 今年
から実行委員会が始動しますので、
委員各位のご協力をお願いします。
O平成16年9月16日(木)幹事会、

実行委員会
o � 11月 2日

行委員会、
O平成17年1 月 7日

実行委員会
o � 3月10日(木)幹事会
く〉拡大実行委員会 平成17年5 月総

会(未定)、8月24日(水)
く〉大 会 平成17年8月25日(木)、

26日(金) 会場は横須賀市(芸
術劇場ほか)

。ほかに総務・広報・全体会・分科
会各ブロック会議が必要に応じて
召集されます。

※幹事会は県常任理事会を兼ねる。

(火)幹事会、 実

， 

大
和
市
で
は
渋
谷
中
学
校
の
改
築
を
機

に、
教
室
棟
と
社
会
教
育
・
体
育
を
目

的
と
し
た
家
庭
科
室 、
武
道
場、
音
楽

室 、
美
術
室
等
々
の
特
別
教
室
及
び一

般
の
方
が
利
用
で
き

る
総
合
学
習
ス
ペ

ー
ス
を
配
置
し
て、
学
社
共
用
で
き

る

よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る。

一
応
に
想
像
さ
れ
る
学
校
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
違
い、
木
を
多
様
し
た
体
育
館

や
教
室 、
厚
木
飛
行
場
が
近
い
こ
と
も

あ
り、
空
調
が
完
備
さ
れ
て
い
る。

開
放
施
設
を
管
理
す
る
の
は
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

と
ス
ポ
ー

ツ
課
で
あ
る。

地
域
の
学
習
施
設
と
し
て
聞
か
れ
た

学
校
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る。

大
和
市
立
渋
谷
中
学
校
学
校
開
放

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

O
四
六
ー

二
六
O
l

五
七
六
三

(金)幹事会、


